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　事業実施については、将来的に可能性
は残っているのでしょうか？

　これまで推進委員会で取り組んできたこ
とでの可能性は今後も活かしていきたい。
　今回、系統連系で採算が取れないこと
が課題となったが、これを国策として国が
系統を整備してくれれば事業化の可能性
は膨らみますので、今後も可能性を捨て
ることなく、しっかりと研究を進めます。

　今までの話し合いを無駄にすることなく、
これまでの課題も継続して検討してもらい
たい。

　説明会では様々な意見をいただいてお
ります。
　どこまで課題をクリア出来るか難しい部
分もありますが、しっかり向き合わなけれ
ばならないと強く意識してまいります。

　資料にある「事業化の可能性がある。」
とは、日立造船の感想なのでしょうか？そ
れとも一般論なのでしょうか？

　我が社は、この地に可能性が残っている
と思っております。（日立造船）

　計画地がすぐ近くの海ですので、環境へ
の影響が出るのではないかと心配してい
ます。

　環境アセスメントは、この事業性評価の
後に計画されておりました。
　これまで、懸念される事案は多く出され
ており、それを全てクリアするための調査
はしっかりしなければならない事で、コン
ソーシアムの皆さんと協議してまいりまし
た。

人体への影響を一番に心配しています。 　事業性評価を終えた後にアセスメントの
期間が有り、その中で、しっかり検証して
いく計画でした。
　アセスメントの調査メニューは、法律で定
められておりますが、我々はそれ以外にも
心配する事がありますので、それらについ
ても科学的な根拠に基づき検証する計画
でした。

　和歌山県の陸上風力発電では、地元に
被害があるように聞いております、洋上で
あっても沖合い２ｋｍでの計画には疑問が
あります。

　影響の有無については、科学的に検証
を進める事で、これまで説明してまいりま
しが、今回の事業性評価結果から、それ
以降に計画されていた科学的検証の部分
につきましては、着手できない事となりま
す。

　市長が、今の立場でおられる間は、私ど
もの健康を第一に守ることを、お約束いた
だきたい。

　市民の健康を害してまで事業を進める
つもりは毛頭ありません。
　懸念がある場合は、それを払拭できるよ
うに取り組んでまいります。

　環境への影響を実証するため、実際に
発電施設を建てて各種データを蓄積し、
市民に数値データで示していただきたい。

　事業者は、この事業から一旦休止するこ
ととしていますので、事業者の責務で施設
を建設することは出来ません。
　全国的にも、最も懸念される部分だと思
われますので、県、国に働きかけをしてま
いります。
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　景観を壊さないように、更に沖合いに建
設しても採算が取れるような研究をしてい
ただきたい。

　ご提言は、大変必要になる部分だと思い
ますので、今後の事業を進めるにあたっ
て一つのメニューとして考えていきます。

　住民の反対が一人でもあれば、工事は
進めないとの認識で良いのでしょうか。

　この事業が村上市でどのように実施でき
るかについては、最終的には政策判断に
なります。
　これまで住民投票実施の提案もありまし
たが、責任を市民の皆さんに委ねてしまう
事は、行政のあるべき姿では無いと思い
ます。
　そういった声の一つひとつにも、しっかり
耳を傾けて、事業推進に反映させていき
ますが、　一人でも反対があれば事業は
実施しない事ではありません。

地域活性化
に関すること

　この事業が、地域の活性化に一役を担
うことを期待していました。
　地域活性化のため、この事業に代わる
施策を立案してもらいたい。

　人口減少も加速度的に進む状況で待っ
た無しの状態にあり、我々行政は歩みを
止めることはできません。
　地域の元気を創出するメニューを核にし
て、今、実施していることを含めて、更に
進めていきたいと思います。

推進委員会
に関すること

　今後、岩船沖洋上風力発電推進委員会
は、どのようになるのでしょうか？

　今後も推進委員会は存続し、その中で
調査と検討を進めてまいります。
　今後の在り方につきましては、次回の推
進委員会の中で提案させていただきま
す。

その他 　胎内市においても、洋上風力発電の計
画が進められているのでしょうか？

　胎内市長から、直接のお話しは来ており
ませんが、当市が洋上風力発電について
先行していることから、当市で得られた知
見について教えてもらいたいとの話しは来
ております。
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